
































































































































「コミュニティキャンパスj なっ を持つ多様な地域の中 を



























































帝の地域社会・ と も不可欠であるむ徐々 (自
との連携協力も誰し進めているところである 8:む
ヰ [コミュニティキャンパス北野j


















つが「きたの夏祭り jである G この夏祭りは例年 7月下旬、商岩街メンバーや崩辺グ
ループの方々がメイン会場に夜屈を出し、ステージ上で出し物を行うもので、
イベントであり、 20回を越える回数を重ねている o 2004年度からここに、部教
8) 2005年度には仁和 1~1i合連合会主催の地域イベント「仁和まつり j に学生サークルが参加、
2006年度は仁和自治連合会の協力により、大学のフィールドワーク実習授業の中で、地域
の職人や古老の方々から開き取りを行った。
































































⑩は、拠点施設 fゆいまーる j を活動の場として活用する試みである O 哲I~教大学生
のサークル等の展示のほか、同施設の使用がゆとりある期間に限り、地域の一般住民
による っている O こj工までに、 自






































2006年度は、 4 月 ~5丹にかけて「写真で見る明治・大正・環在の京都」





9 ) 次の記事も参照されたいっ「がんばる商忠告 京都imJ;!f連盟主Ij立60周年記念関連事業 空





























なり増加することがわかる G 表 1 (前半期)の 1日来館平均は61.6入だが、 2屈の物














10. 1----10.10 I チンチン電車北野隷ものがたり 9 
10.11----10.311 チンチン電車北野線ものがたり 18 
11. 1----11.41 チンチン零車北野隷ものがたり 3 
11.9----11.151憐教大学程業セミナー「チューブすカフェ 7
11.20----11.261備教大学記業セミナー・カフェ「和~ゆらりJI 7 
12. 2----12.14 1写真で見る明治・大正の京都 民丹治時代 12 
12.16----12.28 I写真で見る明治・大正の京都 大正・昭和初期 12
2006年 i
1. 6--1. 11 1写真で晃る明治・大正の京都 6 
1. 14----1. 181 日本画憶展 5 
1.20----1. 311写真で見る明治@大正の京都 11 
2. 1 --2. 6 1 写真で見る明治・大正の京都 5 
2. 7----2. 15 I 写真で毘る明治・大正の京都北野界鶴見どころ 8
2. 19----2. 25 1障害者セルフ・へんプ商品販売 fCOCOJ 7 
2. 27----3. 4 1 {~弗教大学2言葉研究会写真展 5 
3. 5----3. 151写真で見る明治@大正@現在の京都 北野界隈 10
見どころ
! 参考 1 時間帯別来舘者数
ゴ」
平均人数 靖成比(%)
10----13時 21.6 35.9 
13----15時 18.0 30.0 
15.-..-18a寺 20.5 34町1
参考 2 曜日号IJ来舘者数(平均入、木曜休み)
丹 火 水 金 土























102 I 20.4 
236 I 29.5 
798 I 114.0 
66 I 13.2 








表 6 2 「ゆいまーるj来館者数 2006.4 ~ 2006.9 
i1臼平地
人数
ι1  ~5.17 写莫で見る明治・大正・現在の京都 北野界隈 l 41 i 1261 I 30.8 
名所・!日跡
5.1 9~6.21 ふれあいかわら販のあゆみ/北野界模地図を見る i 30 644 21.5 
6.24~ア‘ 2 {弗教大学(;fか有志 e カフェ「どるつくすj 9 (不明)
7. ア ~7.31 長沢芦雪を学lまう農/北野今昔ものがたり 21 502 23.9 
8. 5~8.11 偶数大学起業セミナー・カフ 7 223 31.9 


























12) カフェ実習に i到し、拙誌「商j日持のあり方を考える~学生カフェの試みを例に~J 主衛
ジャーナル 2006年7月号、;日j司法人全国生活衛生営業指導センタ一、でも見解を述べたc
第 6主 imJ;l治Jの活性化に関わる大学の役割 113 
己点検をきちんとはかること となろう O
④のコミュニテイペーパーは地域からの、また地域への情報発信、⑦大学企画・⑧
地域向け講座・⑨調査研究は、大学の文化・学術活動による生涯学官・地域貢献、⑮
のスペース活用も、高)吉街活性化につながる O 今度、できるだけスペースを地域や市
民に開放することで、大学の地域貢献をはかつていくことが求められるであろう O
このキャンパスに関わる学生は、自らが考え主体的・自主的に行動することで、社
会や地域の仕組み、動か について広く学んでもらうことが期待されている。そ
の意味で、われわ という点でまだ不十分な面もあり、今後いかに
主体的・自主的な活動を育てていけるかが課題である O
fコミュニティキャンパス」の組織は全学体制であるが、大学内部での認知度・理
解!支という面では不十分な点、があり、関わる教職員もまだ官Eに留まっている O 今後
いかに周知・理解をはかつていくかも課題の一つである G 商忠告側に対しでも、今後
との連携をどのように位置づけるか、どのように活用してもらうか、さらに間知
や理解をはかつていく必要があろう O
に挙げた各大学の取り組みも、中心市街地活性化、まちづくり活動など地域貢
献活動が重視されるようになっている O 今後のあり方としては、連携の核となる
街は地域住民の生活を支える資源や装置で、ある、という認識、商出街との連携こそが
地域貢献活動である、という認識のもと、来街者や住民向けの活動を行っていくこと
が求められよう O
例えば、イベントを通したNPO・行政などとのネットワークの拡大、拠点施設を集
会・展示など住民活動のスペースとして開放、
ートを目的とする活動の展開、医疲・看護グループとの連携による健康相談活動、な
どが考えられる。一方で学生白身の主体的活動を援助・促進すると共に、住民向けの
活動にも学生が積極的に関わっていくあり方が望まれる。
そして、何よりも受け入れをしていただいている商底街・地域の意向を
しながら、今後の活動を進めてゆきたいと考える O
前記
本稿を成すに当たり、北野路宿tr振興組合関係者各位に、記述内容に関して指報提供を頂い
た。謝意を申し上げたい。また本稿は、筆者が1~ll教大学「コミュニティキャンパス北rrwJ担当
という立場に依拠して記述したものであるが、その見解や評価などは、筆者1?i]人の支に帰する
ものであることを断っておく。
